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上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
年
度
合
併

10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
事
業
の
展
開
を
図
り
、「
上
小
圏

域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
ま
い
さ
ぽ
上
田
」

の
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
、生
活
支
援
課
の
設
置
等
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
モ
デ
ル
地
区
に
よ
る
「
社
協
お
結
び

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
配
置
も
あ
り
、
今
後
も
時
代
が

生
み
出
す
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、

開
拓
性
・
先
駆
性
・
創
造
性
の
原
点
を
再
認
識
し
、

常
に
進
化
を
遂
げ
る
存
在
価
値
の
高
い
社
会
福
祉

法
人
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
支
え
合
い
や
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
、
共
助
を
育
む
自
治
会
主
体
の
事
業
で
す
。

◆
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り

　
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
に
申
込
み
を
し
た

自
治
会
と
上
田
市
と
協
働
し
、制
度
の
説
明
会
や
支

援
班
会
議
、マ
ッ
プ
の
更
新
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

●
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
及
び

　
マ
ッ
プ
作
成
説
明
会
開
催
自
治
会
数
　

　
６
自
治
会
（
合
計
２
０
９
自
治
会
）

●
協
定
書
締
結
自
治
会
数

　
４
自
治
会
（
合
計
１
６
３
自
治
会
）

●
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
完
成
自
治
会
数

　
13
自
治
会
（
合
計
１
９
６
自
治
会
）

◆
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
（
市
補
助
事
業
）

　
福
祉
推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
、
住
民
の
連

帯
感
を
高
め
近
隣
の
つ
な
が
り
を
目
的
と
し
て
、

世
代
間
交
流
、
サ
ロ
ン
、
福
祉
・
健
康
講
座
な

ど
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
上
田
地
区  

１
６
０
自
治
会
で
６
５
３
事
業

●
丸
子
地
区  

26
自
治
会
で
１
４
８
事
業

●
真
田
地
区  

36
自
治
会
で
１
９
９
事
業

●
武
石
地
区  

18
自
治
会
で
59
事
業

（
延
べ
数
）

　
市
民
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
る
、高
齢
者
や
障
が

い
が
あ
る
方
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

◆
ご
用
聞
き
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
ご
近
所
の
助
け
合
い
や
支
え
合
い
に
よ
っ
て

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
有
償
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
協
力
会
員
の
登
録
数
　
　
47
人

●
利
用
会
員
の
登
録
数
　
　
88
人

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
回
数
　
　
２
７
０
件

●
主
な
内
容

　
ゴ
ミ
出
し
・
買
い
物
代
行
・
部
屋
の
掃
除

　
草
取
り
・
窓
ふ
き
・
雪
か
き  

な
ど

◆
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
福
祉
自
動
車
に
よ
る
通
院
や
買
い
物
等
の
有

償
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

●
上
田
地
区
　
　
協
力
会
員
10
人

　
　
　
　
　
　
　
利
用
会
員
50
人

●
丸
子
地
区
　
　
協
力
会
員
10
人

　
　
　
　
　
　
　
利
用
会
員
49
人

●
真
田
地
区
　
　
協
力
会
員
７
人

　
　
　
　
　
　
　
利
用
会
員
18
人

◆
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
県
社
協
受
託
事
業
）

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
対
し
、
安
心
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
な
ど
に
関
わ
る
相
談
や
援
助
を
は
じ
め
、
日

常
的
な
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
な
ど
自
立
生
活

の
支
援
を
し
ま
し
た
。

●
専
門
員
訪
問
調
査
回
数
　
１
０
３
回

●
生
活
支
援
員
援
助
回
数
　
１
，
６
４
７
回

●
現
在
の
利
用
者
数
　
　
　
77
人

◆
み
ま
も
り
（
声
か
け
）
訪
問
事
業

　
丸
子
地
区
に
お
い
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
健

康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
世
帯
を
月
２

回
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
し
、
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。

●
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
28
人

●
登
録
利
用
者
　
　
　
　
９
人

●
訪
問
件
数
　
　
　
　
　
延
べ
２
０
９
件

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
２7
年
度

事
業
報
告
（
概
要
）

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

生
活
支
援
の
た
め
の
地
域
福
祉
事
業

浦野自治会マップ検討会議

真田信繁（幸村）をモチーフにした兜仕様の
上田市社協イメージキャラクター「うさたま」

地域ふれあい事業／「ふれあいカフェ」天神の杜自治会
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デイサービスセンター
◀レクリエーション風景

ボランティア連絡協議会交流会

デイサービスセンター
食事風景▶

行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
催
し
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
体
験
や
職
場
体
験
の
学
生
、
介
護

や
看
護
学
生
の
実
習
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に
行

い
、
福
祉
の
担
い
手
の
育
成
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

●
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
開
所
日
数
　
３
１
１
日

　
　
利
用
者
　
　
　
　
延
べ
５
，
９
２
９
人

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
延
べ
２
３
７
人
　

●
神
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
開
所
日
数
　
３
１
１
日

　
　
利
用
者
　
　
　
　
延
べ
６
，
５
０
４
人

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
延
べ
３
５
６
人

●
武
石
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
開
所
日
数
　
３
６
０
日

　
　
利
用
者
　
　
　
　
延
べ
７
，
６
８
９
人

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
延
べ
99
人

　
個
々
の
状
況
に
応
じ
制
度
の
利
用
を
進
め
、
支

援
体
制
を
整
え
ま
す
。

◆
上
小
圏
域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

（
４
市
町
村
受
託
事
業
）

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
住
民
が
安
心
し
て
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
住
民
の
権
利
を
守
る
「
成

年
後
見
制
度
」
の
紹
介
と
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
一
般
市
民
を
対
象
に
、
市
民
後
見
人
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
相
談
件
数
　
　
６
４
５
件
　

●
説
明
会
依
頼
　
９
件
　

　
参
加
者
合
計
　
４
８
７
人

●
市
民
後
見
人
養
成
講
座

　
参
加
者
　
22
人

●
成
年
後
見
人
第
三
者
後
見
人（
弁
護
士・司
法

　
書
士・行
政
書
士
等
）の
紹
介
と
支
援
　
24
件

●
法
人
後
見
の
受
任

　
新
規
　
９
件
　（
合
計
14
件
受
任
中
）

◆
ま
い
さ
ぽ
上
田
　

　
上
田
市
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
受
託
事
業
）

　
平
成
27
年
４
月
施
行
の
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
に
伴
い
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自

立
支
援
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
市
で
は
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
昨

年
度
の
モ
デ
ル
事
業
に
引
き
続
き
委
託
を
受
け
、

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
田
市
在
住
の
方
を
対
象
に
生
活
困
窮
者
の

相
談
に
応
じ
、
行
政
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
自
立
・
就
労
支
援
体
制

を
整
え
ま
し
た
。

　
●
新
規
相
談
者
数
　
２
９
６
人

　
●
実
相
談
者
数
　
　
９
６
０
人

　
社
協
が
長
年
培
っ
た
介
護
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
利
用
者
の
自
立
支
援
を
目
指
し
て
各
種

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

◆
居
宅
介
護
支
援
事
業（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　
可
能
な
限
り
居
宅
で
の
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の

心
身
の
状
況
や
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応

じ
た
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

●
上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

　
・
利
用
者
件
数 

２
，
４
０
５
件

　
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成 

２
，
２
１
６
件

　
・
認
定
調
査（
要
支
援・要
介
護
認
定
）７
件

●
神
川
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

　
・
利
用
者
件
数 
１
，
７
５
５
件

　
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成 

１
，
６
３
３
件

　
・
認
定
調
査（
要
支
援・要
介
護
認
定
）37
件

●
丸
子
地
区
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

　
・
利
用
者
件
数 

１
，
３
２
３
件

　
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成 

１
，
２
９
６
件

　
・
認
定
調
査（
要
支
援・要
介
護
認
定
）32
件

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
要
介
護
・
要
支
援
の

高
齢
者
に
対
し
、
心
身
機
能
の
維
持
向
上
を
目

指
し
て
食
事
や
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
基
本
に
、
季
節
に
応
じ
た

　
誰
も
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

を
は
じ
め
各
種

講
座
の
開
催

や
、
学
校
の
福

祉
教
育
の
出
前

講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

●
上
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

・
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
作
戦

　
中
学
生
以
上
　
参
加
者
１
７
６
人

　
受
入
れ
先
福
祉
施
設
　
市
内
44
施
設

・
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
中
学
生
以
上
　
参
加
者
１
５
３
人

　
受
入
れ
先
福
祉
施
設
　
市
内
51
施
設

・
各
種
講
座
　
６
講
座
　
参
加
者
１
４
９
人

●
丸
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

・
地
域
づ
く
り
講
座
　
参
加
者
25
人

・
丸
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
定
期

　
交
流
会
　
　
参
加
者
１
０
８
人

・
多
文
化
共
生
事
業
「
ワ
ー
ル
ド
ラ
ン
チ

　
交
流
会
」
　
参
加
者
75
人

・
サ
マ
ー
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　
中
学
生
以
上
　
参
加
者
32
人

　
受
入
れ
先
福
祉
施
設
　
9
施
設

介
護
保
険
事
業

福
祉
教
育・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
事
業

制
度
に
つ
な
ぐ
生
活
支
援
事
業
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●
真
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
園
（
全
９
回
）

　
　
参
加
者
　
延
べ
93
人

・
地
域
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
（
春
・
秋
）

　
　
参
加
者
　
延
べ
１
８
３
人

・
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
中
学
生
参
加
　
延
べ
17
人

●
武
石
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
ア
レ
チ
ウ
リ

駆
除
お
よ
び
交
流
会
　
参
加
者
34
人

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
景
観
整
備
（
年
２
回
）

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
員
　
延
べ
１
２
０
人

●
福
祉
体
験
学
習(

出
前
講
座)

　
小
学
校
12
件
　
　
中
学
校
11
件
　

　
高
校
　
１
件
　
　
専
門
学
校
２
件
　

　
自
治
会
１
件
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
１
件
　

　
　
対
象
者
　
延
べ
１
，
９
４
２
人

●
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　
２
地
域
で
開
催
　
延
べ
89
人

・
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

　
個
人
　
３
３
７
人
　

　
団
体
　
18
団
体
（
４
０
７
人
）

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

上
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
低
所
得
世

帯
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

◆
結
婚
相
談

　
上
田
地
区
と
丸
子
地
区
の
２

か
所
で
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
件
数
　
３
，
１
３
０
件

　
　
　
　（
電
話
相
談
含
む
）

　
　
お
見
合
い
　
１
１
５
組

　
　
結
婚
７
組
　
婚
約
９
組

●
お
見
合
い
企
画

・
45
歳
ま
で
の
男
女
を
対
象
　

　
１
回
開
催
　
カ
ッ
プ
ル
成
立
５
組

●
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
長
野
県
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に

登
録
し
て
い
る
男
女
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム

　
　
お
見
合
い
　
12
組
　
成
婚
２
組

◆
法
律
相
談

　
上
田
地
区
と
丸
子
地
区
の
２
か
所
で
弁
護
士

に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
設
日
数
　
15
回

　
相
談
件
数
　
66
件

◆
心
配
ご
と
相
談

　
職
員
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
４
地
区
　
　
82
件

　
●
主
な
相
談
内
容

　
　
家
族
関
係
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
・
職
場
問
題

◆
貸
付
事
業

　
低
所
得
者
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
自

立
と
更
生
を
目
指
し
て
「
生
活
福
祉
資
金
」「
た

す
け
あ
い
資
金
」
と
必
要
な
援
助
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

●
生
活
福
祉
資
金
（
県
社
協
受
託
事
業
）

　
相
談
件
数
　
３
６
４
件

　
貸
付
件
数
　
　
20
件

●
た
す
け
あ
い
資
金

　
相
談
件
数
　
62
件

　
貸
付
件
数
　
16
件

◆
児
童
館
事
業

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

を
提
供
し
、
健
康
で
情
緒
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
間
を
通
じ
て
ス

ポ
ー
ツ
や
工
作
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
３
児
童
館
・
６
児
童
セ
ン
タ
ー
　
全
９
館
　

　
年
間
利
用
者
数
　
　
１
３
５
，
９
３
３
人

　◆
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

　
未
就
園
児
の
親
子
を
対
象
に
、
他
の
親
子
と

交
流
し
た
り
、

子
育
て
の
悩

み
な
ど
を
相

談
で
き
る
場

と
し
て
、様
々

な
遊
具
や
遊

び
の
ほ
か
親

子
で
楽
し
め

る
講
座
を
毎

月
実
施
し
ま

し
た
。

　
４
会
場
　
各
会
場
　
週
３
日
開
設

　
平
均
利
用
者
数
　
１
日
　
19
人

　◆
上
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人(

依

頼
会
員)

と
、
子
育

て
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
人(

提
供
会
員)

が
会
員
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
有

償
に
よ
る
相
互
援
助

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
会
員
同
士
の
交

流
会
や
子
育
て
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
依
頼
会
員
数
　
４
０
４
人

　
提
供
会
員
数
　
２
５
６
人

　
両
方
（
依
頼
と
提
供
）
会
員
数
64
人

　
年
間
活
動
回
数
　
１
，
０
５
９
回

相
談
事
業
・
各
種
貸
付
金
事
業

子
育
て
支
援
事
業 

（
市
受
託
事
業
）
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◆
そ
の
他
各
種
教
室

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
（
２
回
）

　
参
加
者
　
14
組

●
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室
（
２
回
）

　
参
加
者
　
31
組

●
腹
話
術
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
１
回
）

　
参
加
者
　
19
人

●
親
子
コ
ー
チ
ン
グ
講
座
（
１
回
）

　
参
加
者
　
22
組

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
看
護
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専

門
員
等
の
専
門
職
を
配
置
し
、
住
民
の
健
康
保

持
や
生
活
の
安
定
の
た
め
に
、
介
護
予
防
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
権
利
擁
護
を
含
む
総
合
的
な
相
談
・

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
神
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
相
談
件
数
　
　
３
，
３
６
６
件

　
・
お
た
っ
し
ゃ
教
室（
５
回
）参
加
者
１
５
０
人

●
丸
子
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
相
談
件
数
　
　
５
，
９
４
５
件

　
・
お
た
っ
し
ゃ
教
室（
30
回
）参
加
者
５
４
１
人

●
真
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
相
談
件
数
　
　
４
，
１
１
７
件

　
・
お
た
っ
し
ゃ
教
室（
10
回
）参
加
者
１
６
１
人

●
武
石
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
相
談
件
数
　
　
２
，
１
１
２
件

　
・
お
た
っ
し
ゃ
教
室（
15
回
）参
加
者
２
２
８
人

◆
高
齢
者
福
祉・老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

　
高
齢
者
が
主
体
的
に
社
会
と
の
関
わ
り
を
保

ち
な
が
ら
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
増
進
や

趣
味
活
動
を
行
え
る
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　
開
館
日
数
　
　
２
９
４
日

　
利
用
者
数
　
　
延
べ
９
２
，
８
８
８
人
　

●
高
齢
者
学
園
事
業

　
授
業
、
ク
ラ
ブ
、
校
外
に
お
け
る
様
々

な
学
習
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
数
　
１
年
生
58
人
、
２
年
生
52
人
、

　
　
　
　
　
３
年
生
53
人

●
上
田
市
丸
子
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　
　
開
館
日
数
　
　
３
０
６
日

　
　
利
用
者
数
　
　
延
べ
２
７
，
１
９
８
人

●
上
田
市
真
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　
　
開
館
日
数
　
　
３
０
５
日

　
　
利
用
者
数
　
　
延
べ
１
３
，
９
０
５
人

●
上
田
市
武
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　
　
開
館
日
数
　
　
２
４
３
日

　
　
利
用
者
数
　
　
延
べ
１
，
１
４
１
人

●
上
田
地
域
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
数
　

　
　
43
単
位
ク
ラ
ブ
　
２
，
６
０
０
人
　

●
丸
子
地
域
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
数

　
　
33
単
位
ク
ラ
ブ
　
１
，
５
４
４
人
　

●
真
田
地
域
長
寿
会

　
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
数
　

　
　
21
単
位
ク
ラ
ブ
　
１
，
４
５
４
人

●
武
石
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
数
　
　

　
　
14
単
位
ク
ラ
ブ
　
６
２
０
人

介
護
予
防・高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
増
進
の
た
め
の
事
業 

（
市
受
託
事
業
）

支出
778,966,130円

（単位：円）

収入
778,966,130円

（単位：円）

会費 28,114,265（3.6%）

その他
11,916,295（1.5%）

寄付金
20,299,099（2.6%）

経常経費補助金
168,834,803

（21.7%）

地域福祉推進事業
364,947,043

（46.9%）通所介護事業
167,123,131（21.4%）

居宅介護事業
68,797,116（8.8%）

児童館事業
59,721,000（7.7%）

共同募金配分金事業
18,786,379（2.4%）

地域包括支援センター事業
78,546,810（10.1%）

受託金
250,873,638

（32.2%）

共同募金配分金
18,786,379（2.4%）

貸付事業
748,000（0.1%）

事業収入
6,205,622（0.8%）

介護保険
273,188,029

（35.1%）

資金収支残高
21,044,651（2.7%）

平成27年度 決算報告（概要）

※これらの事業は、皆さまにご協力いただきました社協会費や
寄付金、共同募金配分金をはじめ、県、市からの補助金や委
託料、また、介護保険事業に伴う介護報酬で実施しました。

詳しくは、上田市社会福祉協議会
ホームページをご覧ください。
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任期満了に伴う役員改選により新理事・新評議員が選任されました。よろしくお願いします。

上田市社会福祉協議会役員改選のお知らせ

氏　名
井澤　信章
田口　邦勝
鈴木　忠義
柳町　照明
山﨑　浩成
長島　三夫
堀内美佳子
田村　　勝
中村　　彰
池内　紀男
佐藤　政彦
桜井日出雄
佐藤　友則
西村　　勇
大久保文雄
武井　良司
宮島美代子
矢島けい子
竹村　尚美
中澤　黎子
清水　哲彦
樋村　正弘
関口　節行
新井　　徳
倉島　和彦
甲田　　修
上原より子
青木　千浪
山崎　　功
山野井悦雄
堀内　　清
柳沢とよみ

選出区分

学識経験を有する者

地域の代表者

地域の福祉関係者

社会福祉事業を経営する
団体の役職員

ボランティア活動を行う
団体の代表者

社会福祉事業に
熱意と理解を有する者

社会福祉事業に
熱意と理解を有する者

地区
全域
上田
上田
全域
全域
全域
全域
全域
上田
丸子
真田
武石
上田
丸子
真田
武石
上田
丸子
真田
武石
上田
丸子
真田
武石
全域
全域
上田
真田
全域
全域
全域
丸子

氏　名
丸山　正明
宮之上孝司
宮本　智夫
西澤　直樹
大久保吉志
児玉　裕二
増田　宗彦
鷹野　良信
山口三千夫
北沢　　武
橋詰　　正
宮岸喜恵子
桜田　幸士
青木　直人
水出　秀子

中沢　宮彦
田玉　利貞

監事
財務諸表等を監視し得る者
社会福祉事業について学識を有する者

選出区分

学識経験を有する者

地域の代表者

地域の福祉関係者

社会福祉事業を経営する団体の役職員

ボランティア活動を行う団体の代表者

関係行政機関の職員

地区
全域
全域
上田
丸子
真田
武石
上田
丸子
真田
武石
全域
丸子
全域
全域
上田

　今年度から社協の新しい事業として、地域のニーズは何か、どんな
サービスが必要か等を一緒に考えて、人と人を結ぶ、人と地域を結
ぶ、人と機関を結ぶ「社協お結びサポーター」を配置し、地域の発展
ができればと考えております。皆さまにご協力をいただきながら、一
所懸命頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願い致します。

　6月1日の理事会において、任期満了に伴う役員改選が行
われ、いずれも再任しました。
　役員の任期は平成28年6月1日から平成30年5月31日ま
での2年間です。

会　　長 丸山 　正明
副 会 長 宮本 　智夫
副 会 長 増田 　宗彦
副 会 長 鷹野 　良信
常務理事 宮之上 孝司
顧　　問 石川　 　幸 会長  丸山 正明

（任期／平成28年6月1日～平成30年5月31日）理  事

（任期／平成28年5月1日～平成30年4月30日）評議員

エンディングノート「絆」
活用セミナー

『長寿社会  自分らしい生き方と準備』 受講料
無料●日時／９月２日（金）10時～12時

●場所／上田市中央公民館  第1会議室
●定員／30人
●申し込み・問い合わせ
　上田市社会福祉協議会
　総務課　TEL27-2025

※「絆」は当日会場で販売いたします。　
　Ｂ5版／全64ページ／定価 1,000円

　セミナーでは、「絆」の編集者で植物画家の久保やす子
さんが、自分らしく生きる為の生きがいについてのお話と
共に、エンディングノートの書き方についても解説します。
エンディングノート「絆」は、年齢に関係なく、これまで
を振り返り、これからを考えるきっかけになるものです。
　ご夫婦で、友達同士で、どなたでもお気軽にご参加くだ
さい。
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在宅介護者リフレッシュの旅

　在宅の重度障がいの方と介護者を対象にした1泊2日の旅行を実施します。
　今年度は栃木・宇都宮方面での旅行を企画しました。車いすのまま乗り降り
できるリフトバスを使用しますので、安心してご参加ください。

10月27日(木)～28日(金)　石川方面 能登地方輪島見学と湯元輪島温泉の旅

第1回目／10月  6日（木）～10月  7日（金）

第2回目／11月17日（木）～11月18日（金）

希旅
望の

この事業は赤い羽根共同募金の助成金を受け行っています。

●参加対象者／自宅で高齢者を介護されている方
●参　加　費／１人 2,500円
●定　　　員／30人 ※今年度は先着ではなく抽選で参加者を決め
　　　　　　　　　　　ます。結果は後日お知らせします。
●受 付 期 間／8月1日～8月15日
※なお 、日帰り旅行に関しては、上田市の発行する
　「広報うえだ」9月1日号をご覧ください。

●参加費／どちらも１人 10,000円
●定　員／どちらも20人〈10組〉（各コースとも定員になり次第締め切らせていただきます。）
●その他／介助者同伴でお申し込みください。

●在宅介護者リフレッシュの旅／希望の旅の
　申し込み、問い合わせは各地区センターへ

●上田地区センター ℡ 27-2025　●丸子地区センター ℡ 42-0033
●真田地区センター ℡ 72-2998　●武石地区センター ℡ 85-2466

●日　　時　10月29日（土）午前10時～12時
●場　　所　丸子ふれあいステーション 3階
●募集人員　30人
●申込締切　10月21日（金）※定員になり次第締め切り

●日　　時　11月12日（土）午前10時～12時
●場　　所　丸子ふれあいステーション 3階
●募集人員　30人
●申込締切　11月4日（金）※定員になり次第締め切り

●申し込み・問い合わせ　上田市社会福祉協議会丸子地区センター  TEL42-0033  FAX42-0034

家族も自分も大切にする
３つのヒント

講師　中島 真紀さん
Maki  Life  Design代表

認めてのばす
子どもへの言葉がけ

～わたしがわたしを幸せにする
　　　私も家族も幸せになる方法～

講師　中島 真紀さん
Maki  Life  Design代表

～親子の絆を深め
　　子どもを認めて伸ばしていく方法～

　日ごろ、在宅で介護をされている方々が、旅行を通して心身の疲れを癒して
いただくと共に、介護者同士の交流を図ることを目的とし、実施しています。

　日本で唯一砂浜の上をバスで走れる
千里浜渚ドライブウェイで海辺を堪
能。翌日は一千年以上も前から続く輪
島の朝市でお買いもの。辻口博啓美術
館ではパティシエ辻口博啓による、斬
新な構想のもと誕生したミュージアム
＆カフェが楽しめます。

海の幸・山の幸で
リフレッシュ!

行き先／あしかがフラワーパーク・千本松牧場見学・富弘美術館見学と塩原温泉の旅

栃木・宇都宮方面

おいしい食事！

動物とのふれあい！

極上の温泉！

子育てコーチング講座を開催します子育て支援事業

参加費
無料

〈演題〉 〈演題〉
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会員
交流会

上田市ファミリー・サポート・センターからのお知らせ

コミュニケーション&ぷれ就活講座 フードドライブのお知らせ
「もったいない」を「ありがとう」に

変えるチャンス
参加者
募集

寄付していただきたいもの

フードドライブとは…？

　家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持ち寄
り、それらをまとめて地域の福祉団体や施設、フード
バンクなどに寄付する活動をフードドライブと呼びま
す。フードドライブにお持ち寄りいただいた食品は、
食糧支援を必要としている困窮世帯や地域の支援団体・
福祉施設にお届けします。

●日　時／8月25日（木）10:00～12:00
●場　所／上田創造館 2Ｆ コミュニティホール（大）
●持ち物／筆記用具、飲物
●託　児／あり（先着5人。申し込み時に、託児希望の旨を
　お伝えください。託児場所：1Ｆ第二研修室）
●申込締切／8月19日（金）
※会員交流会は会員向けですが、今回のテーマやファミリー・
　サポートに関心をお持ちの方もご参加いただけます。

●日　程／9月7日(水)～11月2日(水)までの
　　　　　計12回の連続講座
●時　間／午後1時30分～午後3時30分までの2時間
　　　　 （講座の後半で1日3時間の職場体験を4日間予定）
●場　所／上田市ふれあい福祉センター
●対象者／上田市在住で、まいさぽ上田にて継続的に
　　　　　生活・就労相談を行っていくことが可能な方
　　　　（概ね50歳未満）
●定　員／10人程度

●場　　所／新田の味遊カフェ前 駐車場
●住　　所／上田市中央北２-７-３
●開 催 日／毎月第１土曜日
●時　　間／午前10時から正午まで

缶詰、レトルト食品、乾麺、お米、カップ麺などの
常温保存の出来る食品で、次の条件を満たしているも
のをお願いします。

○賞味期限が明記され、１ヶ月以上期限があるもの

○未開封で包装や外装が破損していないもの

○お米は古米までのもの

○生鮮食品以外のもの

●申し込み・問い合わせ／上田市ファミリー・サポート・センター本部
　　　　　　　　　　　　TEL：21-3016（月～金曜日 9:00～16:00／土・日・祝日・年末年始は休み）

●フードドライブ及びコミュニケーション&ぷれ就活講座についての問い合わせ／まいさぽ上田　TEL0268-71-5552

　発達障がいサポート・マネージャーの宮尾彰さんと療育
コーディネーターの松村京子さんを講師にお迎えして、支
援を必要としているお子さんと接するときの対応について、
具体例を交えて話していただきます。参加者からの質問に
答えていただく時間もとりたいと思います。

　まいさぽ上田ではコミュニケーションに対して苦手
意識のある方を対象にコミュニケーション講座と、就
職活動に向けてのぷれ就職活動講座を開催します。
　人と話をする事から始めてみませんか？

　上田市ファミリー・サポート・センターは、
子育ての手助けをしてほしい人と子育てのお手
伝いをしたい人が、会員として登録し、子育て
の相互援助活動を有償で行う会員組織です。

●保育施設の開始時間まで、また保育
終了後の子どもの預かり

●保育施設までの子どもの送り迎え
●保護者が参観日や病院等へ行く場合
の子どもの預かり等

●月曜日～金曜日
　7:00～19:00……………1時間600円
●土曜・日曜・祝日
　及び平日の上記時間外…1時間700円

主
な
活
動

利
用
料
金

支援を必要としている子どもへの対応（実践編）

話す事は
嫌いではないけど、
何を話していいのか
分からない…

働いてみたい
けど上司や同僚と
上手に付き合えるか

不安…

いきなり
働くのが不安…

履歴書ってどうやって
書くの？
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問い合わせ▶うえだ市民ふれあい広場実行委員会事務局  上田ボランティア地域活動センター  TEL 25-2629  FAX 27-2500

問い合わせ▶ふれあい広場 in さなだ実行委員会事務局（上田市社会福祉協議会真田地区センター内）TEL 72-2998  FAX 71-5740

詳しくは、９月22日の折り込み
チラシをご覧ください。

第38回 うえだ市民ふれあい広場
9月24日（土） 午前１０時～午後１時
上田創造館

9月10日（土） 午前９時３０分～午後３時
真田総合福祉センター

　上田市内のボランティア団体が一堂に会し、みんなで作るふれあい広場
　小物や食品コーナー、ステージ発表、レクリエーションや体験コー
ナーもあります。皆さんお誘いあわせのうえ、お出かけください。

　真田地域の福祉施設やボランティア団体が
「深めよう　地域のつながり」をテーマに開催します。

ふるまい鍋
あります

無料

小物・食品
販売コーナー

★ボランティア団体や、
福祉施設の展示・販売

レクリエーション
体験コーナー
レクリエーション
体験コーナー

★絵手紙体験
★マッサージ
★バルーンアート体験
★お抹茶を
　いただくコーナー

ステージ発表

★手品や手話ダンス
　などのステージ発表

　真田地区赤十字奉仕団のご協力に
より「ふれあいバザー」を開催しま
す。バザーに出品（ご寄付）していた
だける不用品（使用済み品や汚れ物
は除く。）を募っています。
　真田総合福祉センター内、社協真
田地区センターまでお持ちください。

ふれあいバザーの開催

バザー品物を
ご寄付ください!!

ボラン
ティア

団体に
よる手

作りコ
ーナー

真田中学生による食
品の販売

第29回 ふれあい広場 in さなだ

この事業は赤い羽根共同募金の助成金を受け行っています。

手作り
コーナ

ー

乗馬
コーナー

体験
コーナー

ダーツ ステージ
発表

ボ ラ ン テ ィ ア 情 報
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目の不自由な方に向けて

音訳ボランティア
内容をＣＤやカセット
テープに録音し、
音声にして伝えます。

ボランティア
紹介

　毎回、半日以上かけて利用者の方にわかりやすく伝える
工夫をしながら編集作業をしています。
　ボランティアの皆さんは使命感、責任感をもち、利用者
の喜んでくださる姿を思い浮かべ日々活動されています。

点訳ボランティア
内容を点字にかえて
伝えます。

～音訳・点訳ボランティア～
市の広報や社協うえだ等を目の不自由な方にお届けしています。

○上田…「でんでん虫の会」
○丸子…「ブライユ丸子」

○上田…「音の散歩道」
○丸子…「お話を楽しむ会」

目の不自由な方で必要な方は、各ボランティア地域
活動センターにお問い合わせください。

〈点訳広報〉

広報うえだ（月2回発行）

社協うえだ（隔月発行）

上田市議会だより（年4回）

丸子地域自治センターだより（年4回）

盲幼児のためのさわる絵本づくり

でんでん虫の会

ブライユ丸子

でんでん虫の会

ブライユ丸子

でんでん虫の会

ブライユ丸子

ブライユ丸子・
でんでん虫の会

情　　報 作　　成

〈音訳広報〉

広報うえだ（月2回発行）

社協うえだ（隔月発行）

上田市議会だより（年4回）

丸子地域自治センターだよりなど

音の散歩道

お話を楽しむ会

お話を楽しむ会

お話を楽しむ会

情　　報 作　　成

丸子ボランティア
連絡協議会による
ポップコーンと
綿あめの無料提供

丸子珈琲倶楽部の
コーヒーサービス

諏訪ひろみさんの
ステージに

「うさたま」あらわる！

子どもたちに囲まれ
大人気の「うさたま」

いきいきフェスティバル２０１６　～健康と福祉の祭典～
　６月18日、上田市丸子文化会館において、いきいきフェスティバル実行委員
会主催による「いきいきフェスティバル2016」が開催されました。

　ステージ発表では、高齢者クラブの皆さんや地元の子ど
もたちによるダンスなどが行われ、大勢の観客が大きな拍
手を送っていました。各コーナーでは、シルバー作品展、
保健師による健康相談も行われたほか、ボランティアによ
る抹茶やコーヒーのサービスなど様々な企画もあり、約
700人の来場者は各コーナーを巡り楽しんでいました。

うさたま出張します！地域の催し物やイベント等への出張は、上田市社協までご相談ください。

　会場には上田市社協のキャラクター「うさたま」も出張し、来場者の注目を集めていました。たくさん
の人に声をかけられたり写真を求められたりと、盛り上げに参加できて「うさたま」も嬉しそうでした。

ランチメッセージ（1週間に3通）
（新聞のコラムや会員の日ごろの
　　　書簡・読んだ本のおすすめなど）

時刻表　ダイヤ改正時
（北陸新幹線・しなの鉄道・別所線・千曲バス）
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　上田市社会福祉協議会では、児童・生徒が福祉体験を通じて福祉への理解と関心を高め、障がいのあ
る人や高齢者など、さまざまな人々と関わり学ぶことを目的として、市内の小・中学校及び高等学校を
対象に、社会福祉普及校事業（活動費の助成）や出前福祉講座（福祉体験指導）を行っています。

　このほか社協では学校・学年に合った体験企画等の提案・支援、活動に関する資料・情報提供及び連絡調整・
コーディネートを行っています。お気軽にご相談ください。

　社会福祉普及校では、地域内の福祉
施設への訪問や、障がい者・高齢者の
疑似体験、当事者からのお話を聞くこ
とにより、相手を思いやる豊かな心を
育むことを目的としています。

社協の社会福祉普及校事業学校で福祉を学ぼう

この事業は赤い羽根共同募金の助成金を受け行っています。

平成28年度受講生募集！！  チャイルドライン受け手養成講座
　チャイルドラインとは、子どもがかける子ども専用
電話です。チャイルドラインうえだは、昨年度開局10
年を迎えました。多くの方のご支援、ご協力のもと約
38,350人の子どもからの声に耳を傾けてきました。
　本年度も電話を受けていただける「受け手」を募集
します。講座については、8月27日（土）から全12回
で、子どもに関する様々な内容を予定しています。参

加費は1講座500円です。受け手でなくても「サポー
ター」としてチャイルドラインの活動を支援してくだ
さる方も大歓迎です。興味、関心のある方は、是非ご
参加ください。ご連絡お待ちして
います。

申し込み・講座の内容等について：チャイルドラインうえだ事務局090-3565-7086までお願いします。

出前福祉講座

h t t p : / /www . u e d a - s h a k y o . c om /

■
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●上田／〒386-0012　上田市中央３－５－１
　　　　TEL 25-2629　FAX 27-2500
●丸子／〒386-0404　上田市上丸子1600－１
　　　　TEL 43-2566　FAX（TEL兼用）
●真田／〒386-2201　上田市真田町長7190
　　　　TEL 72-2998　FAX 71-5740
●武石／〒386-0503　上田市下武石771－１
　　　　TEL 85-2466　FAX 85-2471

ボランティア地域活動センター

　社協では、地域でともに暮らす高齢者や障がい者の方々との交流
を通して、互いに助け合うことの大切さを感じ、地域に暮らす一人
としてできることは何かを市民の皆さまと一緒に考えています。そ
のきっかけづくりとなれるよう、社協のボランティア地域活動セン
ターでは次のような内容の出前福祉講座を行っています。
　自治会や企業等、地域の皆さまどなたでも申し込みいただけま
す。お気軽にお声掛けください。

●高齢者疑似体験　●アイマスク体験
●目の不自由な方の講話
●認知症サポーター養成講座
●点字体験　　　　●手話体験
このほかにもご要望・ご相談に応じて
一緒に考えさせていただきます。

体験を通してわかること できる事を考える社協の福祉体験を利用しませんか

ボランティア・
福祉体験に関する
問い合わせは左記まで
お願いします

この事業は赤い羽根共同募金の
助成金を受け行っています。
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●上田地区センター 〒386-0012 上田市中央3-5-1（上田市ふれあい福祉センター内） TEL 27-2025 FAX 27-2500
●丸子地区センター 〒386-0404 上田市上丸子1600-1（丸子ふれあいステーション2階） TEL 42-0033 FAX 42-0034
●真田地区センター 〒386-2201 上田市真田町長7190（真田総合福祉センター） TEL 72-2998 FAX 71-5740
●武石地区センター 〒386-0503 上田市下武石771-1（武石デイサービスセンター「やすらぎ」内） TEL 85-2466 FAX 85-2471

「社協うえだ」へのご意見、ご感想、また、福祉事業に関する要望などお寄せください。
宛先は、下記の各地区センターまたは総務･企画係広報担当（上田地区センターと同じ）まで。

ご意見をお寄せください。

内　　容 日　　　　時 場　　　所

上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080
丸子ふれあいステーション TEL 42-0033
真田総合福祉センター TEL 72-2998
武石地区センター TEL 85-2466

上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080
丸子ふれあいステーション TEL 42-0033
上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080

丸子ふれあいステーション TEL 42-0033

上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080
※相談日以外の問い合わせは TEL 27-2025

※相談日は都合により変更になる場合がありますので、
　事前にお問い合わせください。

※要予約

心配ごと相談

結 婚 相 談

法 律 相 談

毎週月曜日～金曜日 午前9時～午後4時

毎週水曜日／毎月第２土曜日　午前10時～午後3時

毎月8日 午前9時～正午
毎月第4土曜日 ※受付 11時30分まで

8月20日㈯ 午前10時～正午

8月23日㈫ 午後1時30分～午後3時30分

9月17日㈯ 午前10時～正午

社協の無料相談 〈８月・９月〉

　お預かりした義援金は、中央共同募金会を通
じて、被災地へ配分されます。
　なお、上田市社協では引き続き各地区セン
ターの窓口で義援金の受付を行っております。
皆様のご支援よろしくお願いします。

※８月１３日（土）の結婚相談は休みとなります。

２，487,948円（7月10日現在）

社協にお寄せいただいた
熊本地震義援金総額

～あたたかな善意ありがとうございます～
（平成28年5月1日～7月10日）善意銀行

●上田山草会様 ……………………………………………… 11,788円
●新田長生会サロンこすもす様 …… 未使用切手・はがき（2,860円分）
●匿名様 ……………………………………………………紙おむつ2袋
●匿名様 ………………………………………………………… 古切手
●匿名様 ……………………………………………………… 毛糸46玉
●大屋自治会　43の1組、66組様 …………………………… 4,000円

　　　〈これより以下は熊本地震義援金としての受付け分です。〉
●上田市立塩田西小学校様 ………………………………… 47,135円
●上田市立北小学校様 ……………………………………… 27,790円
●上田市立第四中学校様 …………………………………… 65,241円
●丸子中央小学校様 ………………………………………… 59,177円
●下紺屋町自治会様 ……………………………………… 235,655円
●グリーンフォーラムとびうおシニア会 しらかば会様……… 51,000円
●上田地域シルバー人材センター様 ………………………… 14,548円
●男ざかりの会様 ……………………………………………… 57,000円
●上田ソフトボール協会様（指定寄付／熊本県益城町体育協会）…… 100,000円
●上田市社会福祉協議会職員一同 ………………………… 57,511円

●自治会連合会　様（33自治会） ……………………… 1,523,541円

北天神町、海野町、柳町、上紺屋町、山口、鍛冶町、原町、
三好町、下川原柳町、上室賀、十林寺、下原、中村、上原、
下郷沢、常磐町、住吉が丘、東築地、みすず台南、十人、
平井寺、越戸、竹室、荒井、上鍛冶町、愛宕町、戸沢、
吉田、千曲町、下之郷、緑が丘北、御所、中之条

　暑い日差しが降り注ぐなか、大会に向けて練習をして
いた元高校球児。乾いたミットの音を響かせて、輝く汗
と笑顔は超高校級でした。

今月の
表紙

【右上】左から
石合　重人さん

金井　章二さん

【右下】左から
竹内　雅喜さん

太田　敏彦さん

【左上】手前から
高橋　有紀さん

尾台茉奈美さん

【左下】
谷野孝太郎くん（2歳）

砂遊びに夢中になっている

元先輩後輩水辺で一休み中


